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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年2月4日(2021.2.4)

【公表番号】特表2019-509337(P2019-509337A)
【公表日】平成31年4月4日(2019.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2019-013
【出願番号】特願2018-562713(P2018-562713)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 417/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/54     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  417/10     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/54     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/06     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月13日(2020.11.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３１】
例１
（５Ｒ）－５－［３－（６－クロロ－２－メチル－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－１
－イル）－２－フルオロフェニル］－３－イミノ－２，５－ジメチル－１，２，４－チア
ジアジナン１，１－ジオキシド
　ＤＣＭ（６ｍＬ）中の中間体９（０．１４ｇ、０．２７ｍｍｏｌ）の溶液に、０℃でＴ
ＦＡ（０．４ｍＬ）を添加した。反応混合物を室温で５時間撹拌し、次に減圧濃縮した。
粗残留物をジエチルエーテル（５０ｍＬ）で洗浄し、次に凍結乾燥させ、真空下で乾燥さ
せて、淡褐色固体として表題化合物、ＴＦＡ塩（０．０７ｇ、５９％）を得た。δH (400
 MHz, DMSO-d6) 1.85 (d, J 2.80 Hz, 1H), 2.34 (s, 3H), 2.41 (s, 3H), 2.94 (d, J 4
.00 Hz, 3H), 4.54-4.59 (m, 1H), 4.74-4.80 (m, 1H), 5.30-5.50 (m, 2H), 7.28 (d, J
 8.80 Hz, 1H), 7.51-7.60 (m, 1H), 7.67 (d, J 8.80 Hz, 1H), 7.73-7.78 (m, 1H), 10
.66 (d, J9.60 Hz, 1H)。LCMS (方法1, ES+) 436 [M+1]+, 1.80分。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３２】
例２
（５Ｒ）－５－｛３－［６－クロロ－２－メチル－７－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ベンゾ［ｄ］イミダゾール－１－イル］－２－フルオロ－フェニル｝－３－イミノ－２，
５－ジメチル－１，２，４－チアジアジナン１，１－ジオキシド
　ＤＣＭ（３ｍＬ）中の中間体１３（０．０３０ｇ、０．０４９ｍｍｏｌ）の溶液に、０
℃でＴＦＡ（０．１ｍＬ）を添加した。反応混合物を室温で５時間撹拌し、次に減圧濃縮
した。残留物をジエーテル（５０ｍＬ）で洗浄し、次に凍結乾燥させ、真空下で乾燥させ
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て、純度７７％で表題化合物、ＴＦＡ塩（２５ｍｇ、粗製物）を得た。LCMS (方法1, ES+
) 504 [M+1]+, 2.20分。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３３】
例３
６－クロロ－１－｛２－フルオロ－３－［（５Ｒ）－３－イミノ－２，５－ジメチル－１
，１－ジオキソ－１，２，４－チアジアジナン－５－イル］－フェニル｝－２－メチルイ
ンドール－３－カルボニトリル
　ＤＣＭ（６ｍＬ）中の中間体１４（０．３２ｇ、０．６９ｍｍｏｌ）の溶液に、０℃で
ＤＣＭ（２ｍＬ）中の［ビス（トロフルオロアセトキシ）インド］ベンゼン（０．３３ｇ
、０．７７ｍｍｏｌ）の溶液を滴下した。反応混合物を室温で１６時間撹拌し、次に減圧
濃縮した。粗残留物をカラムクロマトグラフィー（シリカ、１００～２００メッシュ、Ｄ
ＣＭ中５％ＭｅＯＨ）及び分取ＨＰＬＣにより精製して、オフホワイト固体として表題化
合物（０．０５８ｇ、１６％、アトロプ異性体の混合物）を得た。LCMS (方法1, ESI) 46
0.00 [M+1]+, 2.40分。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３４】
例４
６－クロロ－１－｛２－フルオロ－３－［（５Ｒ）－３－イミノ－２，５－ジメチル－１
，１－ジオキソ－１，２，４－チアジアジナン－５－イル］－フェニル｝－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルベンズイミダゾール－２－アミン
　ＤＣＭ（８ｍＬ）中の中間体１５（０．１４ｇ、０．２４ｍｍｏｌ）の溶液に、０℃で
ＴＦＡ（０．４ｍＬ）を添加した。反応混合物を室温で４時間撹拌し、次に減圧濃縮した
。粗残留物をジエチルエーテル（２０ｍＬ）及びヘキサン（２０ｍＬ）で洗浄して、オフ
ホワイト固体として表題化合物（ＴＦＡ塩）（０．１０ｇ、８７％、アトロプ異性体の混
合物）を得た。δH (400 MHz, DMSO-d6) 1.86 (s, 3H), 2.85 (s, 3H), 2.86 (s, 3H), 3
.19 (s, 3H), 4.72 (d, J 14.8 Hz, 1H), 4.84 (d, J14.8 Hz, 1H), 6.80 (s, 1H), 6.93
 (s, 1H), 7.20-7.28 (m, 1H), 7.42 (d, J 8.40 Hz, 1H), 7.51-7.58 (m, 1H), 7.72-7.
82 (m, 1H), 8.91 (s, 1H), 10.80 (s, 1H)。LCMS (方法1, ESI) 465.00 [M+1]+, 1.48分
。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３５】
例５
（５Ｒ）－５－｛３－［６－クロロ－２－（ピロリジン－１－イル）ベンズイミダゾール
－１－イル］－２－フルオロフェニル｝－２，５－ジメチル－１，１－ジオキソ－１，２
，４－チアジアジナン－３－イミン
　イソプロパノール（５ｍＬ）中の中間体１７（０．４０ｇ、０．８７ｍｍｏｌ）の溶液
に、ピロリジン（０．６２ｇ、８．７９ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を１６時間９
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０℃で加熱し、次に減圧濃縮した。粗残留物を分取ＨＰＬＣにより精製して、オフホワイ
ト固体として表題化合物（０．０２５ｇ、６％、アトロプ異性体の混合物）を得た。LCMS
 (方法1, ESI) 491.00 [M+1]+, 2.21分。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３６】
例６
（５Ｒ）－５－｛３－［６－クロロ－２－（モルホリン－４－イル）ベンズイミダゾール
－１－イル］－２－フルオロフェニル｝－２，５－ジメチル－１，１－ジオキソ－１，２
，４－チアジアジナン－３－イミン
　ＤＣＭ（１０ｍＬ）中の中間体１８（０．２０ｇ、０．３２ｍｍｏｌ）の溶液に、０℃
でＴＦＡ（０．１８ｇ、１．６５ｍｍｏｌ）を加えた。反応混合物を室温で３時間撹拌し
、次に減圧濃縮した。粗残留物を分取ＨＰＬＣにより精製して、オフホワイト固体として
表題化合物（ＴＦＡ塩）（０．１３５ｇ、６６％、アトロプ異性体の混合物）を得た。LC
MS (方法1, ESI) 507.00 [M+1]+, 2.38分。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３７】
例７
（５Ｒ）－５－｛２－フルオロ－３－［６－フルオロ－２－メチル－７－（トリフルオロ
メチル）ベンズイミダゾール－１－イル］フェニル｝－２，５－ジメチル－１，１－ジオ
キソ－１，２，４－チアジアジナン－３－イミン
　ＤＣＭ（１２ｍＬ）中の中間体２１（０．１３ｇ、０．２２ｍｍｏｌ）の溶液に、０℃
でＴＦＡ（０．６ｍＬ）を加えた。反応混合物を室温で６時間撹拌し、次に減圧濃縮した
。粗残留物をジエチルエーテル：ヘキサン（２：８、４０ｍＬ）で洗浄して褐色固体とし
て表題化合物（ＴＦＡ塩）（０．０９ｇ、８４％、アトロプ異性体の混合物）を得た。LC
MS （方法 1, ESI) 488.00 [M+1]+, 2.40 and 2.4１分。


	header
	written-amendment

